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東北地方における加工用トマト生産の現況と

将来ならびに問題点

平　　尾　　陸　　郎

（青森県農試五戸支場）

1．加工用トマト生産の現況と将来

近年トマト加工品の需給量は著しく伸び，昭和35年度

の需給量を100として昭和41年度の指数は218となり，

原料トマトの作付両横も年々増加し，昭和42年度は2，8

40加で，昭和38年の1．8倍とたっている。

トマトは生態的に高温性ではあるが，やや冷涼な乾放

した気候を好み，とくに果色は20～24℃の気温でよく発

色する。このため，愛知県の青果栽培トマトを原料に発

達した加工生産は戦後気候適応性から中部山地から北関

東地方に移行しつつあり，従来の有支柱品種に対し労力

資材の低減できる無支柱品種の開発，育成とその普及に

伴って，さらに産地は東北地方に伸びる傾向がみられ

る。最近加工メーカーの進出によって福島，岩手．青森

の各県の作付面酷の増加は著しく，昭和41，42年の作付

状況は第1表のとおりである。

加工原料の生産では適地で栽培が容易で，多収かつ生

産費や労力を多用せずに済むこと，また耕地が広く多量

の生産が容易であるなどの条件があるが，これらの条件

に適合していることが東北地方の加工トマト生産面横の

増加の因となっていると考えられるが，従来東北地方に

おけるそ菜の生産は大消費地市場に遠く，産地の生産組

織や販売洩樺の不備などによって発展が阻害され，専ら

地方の需給を対象とした小規模のものにととまっている

ものが多い。この場合でもそ発現の経営では価格の不安

定性によって伸び悩んでいる場合が多いが，加工原料そ

菜生産では契約栽培方式がとられる場合が多く，価格は

青果の生産販売に比較して安価ではあるが，契約時に取

決められていて，生産安定によって収入は安定し，生産

増加に伴って収入の増加し得ることが経営を有利にする

ことが，農家の受入れを多くしていると考える。さらに

近年そ菜園芸は施設園芸を中心とした集約的径営様式と

気候や耕地の条件を活かして大規模な畑作的経営様式と

に分化t．ており，この後者の様式に該当する加工用トマ

トの原料生産が畑作不振の東北の畑作の中に導入しやす

かったことによると考えられる。ちなみに青森県内の産

地の労力，収支は第2表のとおりで，普通畑作に比較し

てよく，収入期が8～9月の夏枯れ期にあることも栽培

農家の魅力となっているようである。

第1表　　昭和41～42年の加工トマト作付面硫
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第2表　青森県内における加工トマト（無支柱栽

培）の労力と収支
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2．今後の生産と問題点

1．品種と栽培体系

東北とくに北東北地方のトマト栽培では中部山地およ

び北開東に比較して秋冷が早く着色や他の農作業の関係

から制約されて9月末に収穫終りとなり，収穫終りが約

15ん20日早まり，このため収量が約1．5～2．Oton低

い。また全般の気候条件から早～中生種が適応するが．

現在栽培している品種にも低温着果性や耐病性の点に問

題があり，当地帯に適応した品種の育成が望まれる。

また魚支柱品種の特性の把垣や地域適応性の究明が十

分とはいいがたく，これらの究明とこれに応じた栽培体

系の確立という試験研究が急務と考えられる。

2．生産基盤，生産態勢の確立

畑作不振には種々の問題があるが，畑土壌の生産力の

低下は重要な要因であり，この畑作にトマトが導入され

た場合，酸性土壌や有機質欠乏土壌を嫌うトマトの生産

を高めることは至難で，トマトの生産安定向上には土壌

の改良保全の対策が急務となる。

最近．そ菜の生産販売では産地の集団化と生産の組織

化の方向に向っているが，加工原料生産ではとくにこの

ことが重要となる。トマト加工品は現在非自由化品目と

されているが，今後当然自由化や対外競争が考えられ，

この対策としては原料生産コストの高騰を防ぎかつ増収

化が重要となる。このためには生産労力を少くするため

の作業の共同化や省力が必要であり，とくに加工用トマ

ト栽培のポイソトと考えられる育苗，病虫害の防除には

共同作業が必要となり，共同育苗による苗の素質の啓一

化，適期の迅速な共同防除による病虫害の回避が望まれ

る。

以上は今後の加工用トマト生産の安定と振興のための

大きな問題と考えられる。


